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要旨 

 星食とは恒星が月や小惑星などによって掩蔽される現象である。今回我々は二重星ふたご座ηの星食を観測し

た。2019年10月20日02時01分40.91±0.05秒に1つ目の星が出現。その3.00±0.10秒後に2つ目の星が出現した。次

に、観測データの正確性を確かめるため二重星の出現間隔の時間を計算により求めた。結果は3.24秒となり、観測

事実とほぼ一致した。 

 

１．はじめに 

星食観測を行うことによって小惑星の形状や月縁地

形の正確な形状を求めることができる。また、星食の

データから星図の補正をすることが可能である。我々

は星食観測を通じて天文学に貢献したいと考えてい

る。今回は2019年10月20日の二重星ふたご座ηの月に

よる星食（暗縁からの出現）を観測した。 

 

２．観測方法 

観測は宮崎北高校屋上(東経131°26′6.3″，北緯

31°58′14.4″)で行う。反射望遠鏡（口径200mm、焦

点距離800mm）に接続した高感度CCDカメラ（WAT100N)

の映像と、GHS時計で取得した正確な時刻信号をビデ

オタイムインサーター(TIVi)に通すことで、星像と正

確な時刻を併せた映像となる。これをデジタルビデオ

カメラにてDVテープに30fpsで録画する。得られた星

像は星食専用測光ソフトLimovieで測光し、エクセル

にて光度曲線を作成する。星食の日時は文献やインタ

ーネットで調べる。 

 

３．結果と解析 

 得られた光度曲線の光度変化を見やすくするため 

に、3フレームでビンニングを行ったものを示す 

(Fig.1)。増光前のバックグラウンドのカウント数の 

偏差を取り、4σを越えた点を1つめの星の出現とし 

た。1つめの星の出現後の偏差から1σを越えた点を2 

つめの星の出現とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

観測の結果、2019年10月20日2時1分40.91±0.05秒 

にふたご座ηの1つめの星が出現、その3.00±0.10秒

後に2つめの星が出現した。 

 

４．考察 
二重星の見かけの距離を、月の公転速度で割ること

で月縁からの出現時間の差を求める。天球上に北極星

と二重星で構成される斜角球面三角形(Fig.2)には 

cos 𝑐𝑐 = cos𝑎𝑎 ･ cos𝑏𝑏 + sin𝑎𝑎･ sin𝑏𝑏･ sin𝐶𝐶 
が成り立つ。角距離 c より、見かけの二重星の距離 

を計算した(Fig.3)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、力学的エネルギー保存則 

 

 

と、ケプラーの第二法則 

 

 

から、星食当日の月の公転速度V’を求め(Fig.4)、二

重星の見かけの距離を割ったところ、出現間隔は3.24

秒となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これにより、観測した光度曲線の増光は、二重星の出

現を捉えていたと考えられる。 
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